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ま
だ
子
ヤ
ギ

畑
の
黒
い
土
の
広
が
り
や
農
作
業
の
は
じ
ま
り
を

草
を
食
み
な
が
ら
の
ん
び
り
と
見
守
る

自
然
が
懐
を
開
い
た

写真：山浦芳明　撮影場所：南会津町



聞
き
書
き
百
選（
平
成
二
十
一
年
度
発
行
）『
じ
い
ち
ゃ
ん 

あ
り
が
と
う
』よ
り

年
齢
か
。
七
十
二
だ
。
昭
和
十
一
年
二
月

十
五
日
生
ま
れ
で
、
満
で
七
十
二
だ
。

お
も
し
が
っ
た
こ
と
は
、
友
達
と
若
松
に

行
っ
て
、
動
物
園
と
か
サ
ー
カ
ス
見
に
行
っ

た
こ
と
だ
。
そ
の
頃
は
サ
ー
カ
ス
と
か
来
て

た
か
ら
な
ぁ
。

写
真
？
こ
の
写
真
は
昭
和
十
六
年
の
時
だ

か
ら
五
歳
の
時
だ
な
。家
族
は
五
人
だ
っ
た
。

つ
ら
か
っ
た
こ
と
か
。
戦
争
の
時
か
。
小

学
四
年
の
頃
だ
な
。
殺
さ
れ
ん
で
ね
ぇ
か

と
思
っ
て
怖
か
っ
た
。
B–

29
飛
ん
で
く
る

と
、
山
の
中
さ
逃
げ
て
勉
強
と
か
や
っ
た
。

弁
当
は
米
の
飯
な
ん
か
ね
ぇ
か
ら
、
カ
ボ
チ

ャ
の
煮
た
の
と
か
食
っ
て
た
。

言
い
た
い
こ
と
か
。
言
い
た
い
こ
と
な
ん

か
ね
ぇ
。
た
だ
、
明
る
い
世
の
中
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
い
い
。
戦
争
な
ん
か
ね
ぇ
、
明
る

い
世
の
中
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

で
い
い
。

祖
父
の
章
一
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
昔

は
、
今
の
何
倍
も
大
変
な
苦
労
を
し
て
き
て

い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
も
し
、
じ

い
ち
ゃ
ん
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
て
い
た
ら
、

僕
は
い
な
い

ん
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。

今
み
た
い

な
、
平
和
で

幸
せ
な
日
々

が
永
久
に
続

い
て
く
れ
た

ら
い
い
な
ぁ

と
思
い
ま
し

た
。

「
十
一
年
前
の
聞
き
書
き
・
そ
の
後
」

取
材
ノ
ー
ト

Ｑ
：
十
一
年
前
、
勝
広
さ
ん
が
中
学
校
三
年

生
の
時
に
書
い
た
文
章
、
何
か
思
い
出

す
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

勝
広
さ
ん
：
中
学
三
年
の
時
に
、〝
聞
き
書

き
百
選
〞
に
応
募
し
て
、
い
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
少
し
親
孝
行
に

な
っ
た
か
な
ぁ
、
と
思
い
ま
し
た
。
じ

い
ち
ゃ
ん
と
向
か
い
合
っ
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
よ
う
に
し
て
話
を
聞
い
た
な

ぁ
、
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
表
紙
に
な
っ
た
写
真
、
ど
ち
ら
が
じ
い

ち
ゃ
ん
で
し
ょ
う
ね
？

章
一
さ
ん
：
こ
の
右
側
が
お
れ
だ
な
ぁ
。

勝
広
さ
ん
：
今
と
似
て
る
、
変
わ
っ
て
な
い
。

（
笑
）

Ｑ
：
勝
広
さ
ん
は
、
何
人
暮
ら
し
な
の
で
す

か
？

勝
広
さ
ん
：
去
年
結
婚
し
て
、
今
、
塩
川
町

に
住
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
：
奥
さ
ん
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り

合
っ
た
の
で
す
か
？

勝
広
さ
ん
：
公
務
員
の
勉
強
会
が
あ
っ
て
、

そ
こ
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
中
学
卒
業
後
の
進
路
は
？

勝
広
さ
ん
：
当
時
は
、
英
語
の
先
生
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
会
津
高
校

か
ら
大
学
進
学
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

高
校
時
代
は
市
内
に
下
宿
し
て
い
た
の

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
毎
週
末
自
宅
に
帰

っ
て
い
ま
し
た
。
同
級
生
八
人
の
中
学

校
か
ら
大
き
な
高
校
に
入
学
し
た
の
で
、

「
や
っ
て
い
け
る
の
か
な
ぁ
…
」
と
少
し

不
安
で
し
た
。

Ｑ
：
そ
の
後
、
大
学
は
ど
ち
ら
へ
？

勝
広
さ
ん
：
埼
玉
に
あ
る
独
協
大
学
の
国
際

教
養
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
な
ぜ
、
そ
の
学
部
に
進
学
し
た
の
で
す

か
？

勝
広
さ
ん
：
英
語
と
社
会
の
教
員
免
許
が
取

得
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
…
。

Ｑ
：
都
会
に
行
く
と
、
故
郷
に
帰
っ
て
来
な

い
人
が
多
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
地
元
へ
？

勝
広
さ
ん
：
大
学
四
年
の
時
に
〝
就
活
〞
を

し
て
い
て
い
た
頃
、
祖
母
が
亡
く
な
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
こ
っ
ち
に
来
て

家
族
を
支
え
よ
う
か
な
、
と
役
場
を
希

望
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
役
場
職
員
か
ら
見
た
、
自
分
の
町
の
現

状
は
ど
う
で
す
か
？

勝
広
さ
ん
：
高
齢
化
率
も
四
〇
％
を
超
え
て

い
て
、
医
療
費
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

若
い
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
子
ど

も
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
と
活
気
も
な

く
な
っ
て
し
ま
う
か
な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
章
一
さ
ん
、
今
も
田
ん
ぼ
や
畑
仕
事
を

し
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、
何
を
作

っ
て
い
る
の
で
す
か
？

章
一
さ
ん
：
な
に
っ
て
言
っ
た
っ
て
、
イ
ロ

イ
ロ
っ
て
言
う
し
か
ね
ぇ
な
ぁ
。
ト
マ

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ト
イ

モ
、
ナ
ス
、
ネ
ギ
、
マ
メ
類
、
ニ
ン
ニ

ク
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
。
楽
し
み
な
ん
だ
な
ぁ
、

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
耕
し
て
…
。
毎

日
畑
に
行
っ
て
育
っ
て
い
る
の
を
見
て

い
る
と
、
我
々
が
生
き
て
い
る
の
と
お

ん
な
じ
だ
な
ぁ
っ
て
思
う
。

写
真
・
文
責
：
菅
　
敬
浩

四
月
十
一
日
、
か
つ
て
こ
の
日
に
大
火
が

あ
っ
た
三
島
町
宮
下
を
皮
切
り
に
、
金
山

町
、
只
見
町
、
南
会
津
町
と
奥
会
津
各
地
を

門
付
け
し
て
巡
る
の
は
、
柳
津
町
の
「
藤
の

和
太
神
楽
」（
福
島
県
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
指
定
）。
災
難
に
遭
わ
な
い
よ
う
厄

除
け
の
舞
を
演
じ
て
集
落
の
家
々
を
巡
る
。

獅
子
頭
に
頭
を
噛
ん
で
も
ら
う
子
供
た
ち

は
、門
付
け
の
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
。

祖
父
：
長
谷
川
　
章
一 

さ
ん

（ 

昭
和
十
一
年
生
　
八
十
三
歳
）

孫
：
　
長
谷
川
　
勝
広 

さ
ん

（
平
成
六
年
生
　
二
十
五
歳
）

〔
柳
津
町
役
場
勤
務
〕

じ
い
ち
ゃ
ん
と
戦
争

長
谷
川
勝
広
（
平
成
二
十
年
当
時
　
柳
津
町
立
西
山
中
学
校
三
年
）

奥
会
津
で
は
「
あ
お
っ
け
ら
」
と

言
う
。
ピ
ョ
ー
、
ピ
ョ
ー
、
ピ
ョ
ー

と
澄
ん
だ
声
で
鳴
く
よ
う
に
な
れ
ば
、

春
も
近
い
。 奥

会
津
の
鳥

奥
会
津
の
鳥

二
〇
〇
九
年
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ

れ
た
作
品
を
一
冊
に
ま
と
め
た
『
聞
き
書
き

百
選
〜
十
年
の
軌
跡
』が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
切
手
二
百
円
を
同
封
の
上
、

左
記
宛
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
9
6
9
―
7
5
1
1

福
島
県
大
沼
郡
三
島
町
宮
下
字
中
乙
田
9
7
9

　

奥
会
津
書
房

写
真
・
文
：
新
国
　
勇

神
楽
の
門
付
け



幹
回
り
七
・
五
ｍ
、
直
径
二
・
四
ｍ
、

樹
高
十
八
ｍ
も
あ
る
ク
リ
の
巨
木
。
縄

文
杉
の
よ
う
な
威
圧
感
を
も
つ
。
数
あ

る
巨
木
の
な
か
で
も
ク
リ
は
少
な
く
貴

重
。
只
見
湖
右
岸
の
標
高
三
九
〇
ｍ
の

山
腹
、
ダ
ム
で
沈
ん
だ
石
伏
集
落
の
鎮

守
・
旧
若
宮
八
幡
神
社
裏
の
杉
林
内
に

あ
る
。
湖
右
岸
の
道
路
か
ら
参
道
を
の

ぼ
り
徒
歩
十
五
分
。
途
中
に
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
巨
木
も
あ
る
。
只
見
町
天
然
記
念

物
。

写
真
・
文
：
竹
島
善
一

只
見
線
は
大
正
十
五
年
に
会
津
若

松
か
ら
会
津
坂
下
ま
で
、
昭
和
三
年

に
会
津
柳
津
ま
で
開
通
し
た
。
昭
和

十
六
年
に
は
会
津
宮
下
ま
で
通
じ
、

こ
の
年
に
宮
下
発
電
所
の
工
事
が
始

ま
る
。
昭
和
三
十
一
年
、
会
津
川
口

ま
で
開
通
し
た
只
見
線
は
電
源
開
発

の
会
社
線
と
し
て
当
初
の
使
命
を
果

た
し
た
の
ち
、
一
般
の
営
業
運
行
が

な
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
三
十
八
年
、
会
津
川
口
、
只

見
間
が
国
鉄
線
と
な
っ
た
。
田
子
倉

ダ
ム
建
設
に
際
し
て
は
只
見
か
ら
ダ

ム
サ
イ
ト
ま
で
、
田
子
倉
開
発
専
用

鉄
道
が
敷
か
れ
、
一
日
四
往
復
で

六
四
〇
ト
ン
の
物
資
を
運
ん
だ
。

昭
和
四
十
九
年
秋
、
蒸
気
機
関
車

牽
引
の
旅
客
列
車
は
只
見
線
か
ら
消

え
た
。

菱
巻
き
（
笹
巻
き
）

田
仕
事
の
小
昼
（
お
や
つ
）

に
大
量
に
作
っ
て
、
毎
日
食
し

た
。
乾
燥
保
存
し
た
笹
を
湯
が

い
て
戻
し
、
三
角
形
に
丸
め
た

笹
に
、
洗
っ
た
モ
チ
米
と
ア
ワ

を
入
れ
て
ス
ゲ
で
縛
り
、
一
時

間
ほ
ど
茹
で
る
。
笹
の
防
腐
効

果
で
一
週
間
は
日
持
ち
す
る
。

笹
の
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
き

な
粉
を
か
ら
め
て
食
す
。
節
句

に
は
モ
チ
米
だ
け
の
真
っ
白
な

菱
巻
き
は
ご
馳
走
だ
っ
た
。

　
雷
神
様

一
九
九
二
年
八
月
、
南
会
津
町
舘
岩
の

前
沢
集
落
を
襲
っ
た
激
し
い
雷
雨
が
、
樹

齢
八
百
年
と
い
わ
れ
る
大
杉
を
倒
し
た
。

各
集
落
に
は
こ
の
よ
う
な
落
雷
の
記
録
が

残
さ
れ
て
い
る
。

昔
、
旧
暦
六
月
二
十
二
日
に
貝
原
集
落

の
一
軒
を
雷
が
襲
っ
た
。
落
雷
で
柱
が
割

れ
た
様
子
を
「
雷
神
様
が
ツ
メ
を
立
て
て

柱
を
昇
っ
て
い
っ
た
」
と
、
昔
の
人
は
話

し
て
い
た
と
い
う
。そ
し
て
こ
の
日
を「
雷

神
様
の
祭
り
の
日
」
と
定
め
て
祠
を
祀
り
、

お
参
り
を
し
て
き
た
。
曲
が
り
く
ね
っ
た

急
な
山
道
の
つ
き
あ
た
り
に
、
赤
松
に
も

た
れ
か
か
る
よ
う
に
立
つ
小
さ
な
石
の
祠

が
あ
る
。
こ
の
道
は
、
雷
神
様
に
行
く
た

め
だ
け
の
道
だ
。
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ

は
、
昔
か
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
祠
に

額
づ
く
人
々
の
姿
は
今
も
。

（
文
・
長
瀬
谷
百
合
子　
写
真
・
平
田
春
男
）

奥
会
津
の
郷
土
料
理

只
見
線

昭和 49年 6月　会津西方 『会津　蘇る記憶Ⅲ』より

〜
汽
車
が
活
躍
し
て
い
た
頃
〜

奥
会
津
巨
木
め
ぐ
り

奥
会
津
の
神
々

石
伏
旧
若
宮
八
幡
神
社
の 

大
ク
リ

写
真
・
文
：
新
国　
勇
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★只見川電源流域振興協議会は、福島県只見川流域の７町村の活性化と振興を図るために活動している団体です。
この冊子は電源立地地域対策交付金の事業により作成されています。

クイズに答えて奥会津の地場産品を貰おう！
問題：次の方言の意味は何でしょう？

ヒント：P2.「聞き書き百選」をご参照下さい。

● 応募方法：官製ハガキに奥会津だよりの感想、住所、
氏名、電話番号を明記の上、答えをお書きください。

●あて先：〒969-7511
　福島県大沼郡三島町大字宮下字中乙田979
　奥会津書房 宛

たくさんのご応募ありがとうございました！

ご希望の方は事務局まで発送先（ご住所・お名前）をご連絡ください。

問い合せ先：只見川電源流域振興協議会事務局
TEL.0241-48-5525      FAX.0241-48-5575

E-mail : webmaster@okuaizu.net

奥会津だより
定期読者募集中

読者コーナー読者コーナー

奥会津
いいもの
物産フェア

奥会津奥会津奥会津
いいものいいものいいものいいもの
物産フェア物産フェア物産フェア物産フェア物産フェア

奥会津
いいもの
物産フェア

場　所：イオン郡山フェスタ店　（郡山市日和田町小原１）
日　時：６月１日（土）～２日（日）　１０：００～１７：００
出展者：（株）奥会津昭和村振興公社、渡部麹屋、（株）奥会津彩の里、青木農園、

Ｃａｆéまつや、にしやまブルーベリー園、木工房ＭＥＧＵＲＯ、
（合同）ねっか、味付けマトンケバブカフェ、
（一財）やないづ振興公社、山彩屋

奥会津イベント情報奥会津イベント情報 6月～7月

「おもしがった」
正解者の中から抽選で2名様に、金山町の
「マタタビザル」をプレゼントいたします。

●応募締切：2019年6月20日消印有効 
※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせて頂きます。  ※クイズの答えは次号111号で発表いたします。

◎109号 「める」 の答え：減る

●毎回楽しみにして読ませていただいてます。特に「聞き書き」
は、3年前くらいの冊子も読み返しています。
（千葉市 :B.F さん）
●奥会津だよりを取り始めて 12冊目になりました。二か月に一
回届くのが、とても楽しみです。表紙の写真をはじめ、いつもほ
のぼのとさせられます。（会津坂下町 :S.K さん）
●奥会津だよりはいつも新鮮で、とても楽しみです。
（北茨木市 :S.A さん）
●第 108 号を道の駅矢板で見つけ、定
期購読を申し込みました。「聞き書き
百選」が興味深いです。
（茨城県笠間市 :E.Mさん）
●会津に暮らしているのに全然違い
ます。紙面に奥会津の文化がギッシ
リ詰まっています。今後も楽しみにし
てますので、皆さんガンバッてください。
（会津若松市 :K.H さん）

 期　日      イベント名 町村名 場　所 問　合　せ
6月上旬 尾瀬山開き 檜枝岐村 檜枝岐村　 尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432
6月1日（土） うつくしま・みずウォーク2019赤べこの里やないづ大会 柳津町 道の駅会津柳津 福島民友新聞社事業局事業部　☎024-523-1334

6月2日（日）

第51回志津倉山開き 三島町 志津倉山登山口 三島町観光協会　☎0241-48-5000
御神楽岳山開き 金山町 金山町役場集合 金山町役場復興観光課観光係　☎0241-54-5327
塩沢山の幸・山菜まつり

只見町
塩沢公民館前広場 塩沢観光わらび園　☎090-8424-4030

蒲生岳山開き 蒲生集会施設「雪の里」 只見町観光まちづくり協会　☎0241-82-5250
6月8日（土） ぼっこやま　てづくりマーケット 昭和村 道の駅からむし織の里しょうわ　織姫交流館 道の駅からむし織の里しょうわ　織姫交流館　☎0241-58-1655

6月8日（土）～9日（日）
第33回ふるさと会津工人まつり

三島町
三島町生活工芸館 三島町生活工芸館　☎0241-48-5502

てわっさの里まつり 宮下地区 三島町観光協会　☎0241-48-5000
からむし市 昭和村 道の駅からむし織の里しょうわ織姫交流館 道の駅からむし織の里しょうわ　☎0241-58-1655

6月9日（日）
会津朝日岳山開き 只見町 赤倉沢登山口 只見町観光まちづくり協会　☎0241-82-5250
尾瀬国立公園田代山山開き 舘岩地域 田代山猿倉登山口 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611

6月15日（土） ひめさゆり祭 南郷地域 会津高原南郷スキー場駐車場 南会津町観光物産協会南郷支部　☎0241-64-5811

6月16日（日）

只見町雪むろまつり
只見町 只見駅前広場

只見町雪むろ実行委員会（只見町商工会内）　☎0241-82-2380
自然首都・只見トリムウォーク＆トリムラン 只見トリムウォーク＆トリムラン実行委員会（只見町商工会内）　☎0241-82-2380
南郷ひめさゆりバイクミーティング 南郷地域 会津高原南郷スキー場駐車場 南会津町観光物産協会南郷支部　☎0241-64-5811
七ヶ岳山開き 舘岩地域 会津アストリアロッジ前 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611

16日（日）～ 23日（日）ひめさゆり早朝撮影会 南郷地域 高清水自然公園ひめさゆり群生地 南会津町観光物産協会南郷支部　☎0241-64-5811
6月22日（土） 檜枝岐釣り大会 檜枝岐村 檜枝岐川 檜枝岐村漁業協同組合（☎0241-72-8005　商工会）
6月23日（日） 浅草岳山開き 只見町 只見沢登山口 只見町観光まちづくり協会　☎0241-82-5250
6月29日（土） 三ツ岩岳・窓明山山開き 伊南地域 三ツ岩岳登山口 南会津町役場伊南総合支所振興課　☎0241-76-7715
6月30日（日） 湯ノ岐川渓流釣り大会 舘岩地域 湯ノ花温泉 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611

7月6日（土）
MON☆TEN 柳津町 寺家町町内 NPO法人  奥会津まちづくり支援機構（奥会津観光内）　☎0241-42-2244
第49回会津駒ケ岳夏山開き

檜枝岐村
滝沢登山口

尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432
7月7日（日） 第18回燧ケ岳夏山開き 御池駐車場
7月中旬 伊南川鮎釣り解禁

舘岩地域
伊南川 南会津西武非出資漁業協同組合　☎0241-72-2110

7月15日（月） 第8回走ってみっぺ南会津 南会津町（舘岩・伊南・南郷地域） 会津高原リゾート（株）　☎0241-78-3099
7月20日（土）・21日（日） 第34回からむし織の里フェア 昭和村 道の駅からむし織の里しょうわ　織姫交流館 からむし織の里フェア実行委員会（昭和村観光協会内）　☎0241-57-3700 
7月27日（土） 第24回会津高原たていわ夏まつり 舘岩地域 たかつえスキー場 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611
7月28日（日） こども渓流まつり しらかば公園

ムラサキヤシオツツジ


